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戦
国
最
初
の 

天
下
人
の
城
が
あ
っ
た 

三
好
山
の
芥
川
城
跡 

史
跡
見
学
と
散
策 

５
月

18

日
、
青
葉

若
葉
を
吹
き
わ
た
る
爽

や
か
な
「
薫
風
」
の
中

を
三
好
山
の
芥
川
城
に

「
三
好
芥
川
城
の
会
」

の
副
代
表
長
谷
川
昇
さ

ん
が
、
そ
の
個
々
の
現

場
で
丁
寧
に
説
明
し
て

下
さ
り
、
副
代
表
板
東

さ
ん
と
小
倉
さ
ん
が

我
々
を
個
々
に
支
援
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

高
槻
市
営
バ
ス
停
、

上
ノ
口
に
全
員
集
合
し
、

出
発
前
に
説
明
を
行
い
、

「
三
好
芥
川
城
の
会
」

の
長
谷
川
さ
ん
の
先
導

で
出
発
し
ま
し
た
。 

       

下
の
口
の
芥
川
山
城

入
口
の
看
板
前
で
、
登

山
の
ル
ー
ト
説
明
を
受

け
、
山
道
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

上
ノ
口
ル
ー
ト
は
、

わ
り
に
整
備
さ
れ
た
自

然
道
で
す
が
、
右
手
は

摂
津
峡
を
流
れ
る
芥
川

が
岸
壁
の
下
に
見
え
ま

し
た
。 

良
き
お
城
の
自
然
の

城
壁
で
す
。
こ
の
狭
い

山
道
を
我
々
会
員
の
歩

調
状
況
を
見
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
登
っ
て
行
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。 

約

30

分
程
度
進
ん

だ
古
井
戸
の
近
く
の
広

場
で
少
し
休
息
し
絶
景

が
味
わ
え
る
広
場
ま
で 

      「
三
好
芥
川
城
の
会
」

の
板
東
さ
ん
や
小
倉
さ

ん
達
の
励
ま
し
の
言
葉

を
頂
き
、
全
員
山
頂
ま

で
登
り
切
り
ま
し
た
。 

本
当
に
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。 

芥
川
城
跡 

芥
川
城
跡
は
三
好
山

の
山
頂
に
あ
り
ま
す
。 

文
部
科
学
省
は
、
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
き
、

芥
川
城
跡
を
史
跡
に
指

定
し
た
旨
を
令
和
４
年

11

月

10

日
に
告
示
し
、

正
式
に
国
の
史
跡
に
な

り
ま
し
た
。 

史
跡
指
定
に
つ
な
が
っ

た
４
ポ
イ
ン
ト
を
明
記

し
ま
す
。 

１
．
摂
津
峡
に
囲
ま
れ

た
標
高

1
8

2

ｍ
の
三
好

山
の
山
全
体
に
曲
輪
や

堀
切
、
石
垣
な
ど
の
遺

構
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

       

竪
土
塁
、
大
土
塁
・
堀

切
、
囲
郭
土
塁
な
ど
、

特
徴
的
な
遺
構
が
山
頂

付
近
だ
け
で
な
く
城
域

の
各
所
に
分
布
し
て
お

り
、
摂
津
国
だ
け
で
な

く
大
阪
府
下
で
も
最
大

級
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。 

２
．
後
世
に
破
壊
さ
れ

る
な
ど
の
影
響
が
少
な

い
状
態
で
城
郭
の
遺
構

が
良
く
残
り
、
発
掘
調

査
で
も
礎
石
建
物
や
塼

（
せ
ん
）
列
建
物
な
ど 

       

の
建
物
遺
構
が
地
中
か

ら
多
く
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
芥
川
城

は
多
数
の
文
献
史
料
に

登
場
し
て
お
り
、
築
城

が
永
正

13

年
（1

5
1

6

）

ま
で
に
完
成
を
迎
え
、

廃

城

が

永

禄

12

年

（1
5

6
9

）
以
降
と
み
ら

れ
る
な
ど
、
他
の
城
に

比
べ
て
記
録
が
明
瞭
で

あ
る
こ
と
も
大
き
な
特

徴
で
す
。 

３
．
現
在
に
残
る
芥
川

城
は
そ
の
多
く
の
遺
構

が
、
三
好
氏
時
代
の
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

      

戦
国
時
代
の
城
の
多
く

が
土
造
り
で
あ
る
こ
と

に
比
べ
て
、
芥
川
城
で

は

織

田

信

長

以

降

の

「
織
豊
系
城
郭
」
に
採

用
さ
れ
た
石
垣
や
瓦
、

発
達
し
た
小
口
な
ど
の

縄
張
り
が
先
駆
的
に
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

信
長
以
前
に
畿
内
で
こ

れ
ら
の
要
素
が
す
で
に

採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
信
長
が
採
用
し

て
近
世
城
郭
の
礎
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

４
．
豊
富
な
文
献
史
料

か
ら
は
、
当
時
の
権
力

者
だ
っ
た
細
川
晴
元
や

三
好
長
慶
が
京
都
に
居

ら
ず
に
芥
川
城
で
政
務

を
執
っ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
で
す
。
研
究
者

に
よ
っ
て
は
「
芥
川
政

権
」
と
も
呼
ぶ
、
畿
内

近
国
の
政
治
の
中
心
が

芥
川
城
に
あ
り
ま
し
た
。

芥
川
城
に
か
か
わ
る
文

献
史
料
の
多
さ
は
、
そ

れ
だ
け
当
時
の
人
々
が

芥
川
城
の
様
子
を
注
視

し
て
い
た
証
で
も
あ
り

ま
す
。 

※
１
～
４
は
、
高
槻
市 

街
に
ぎ
わ
い
部
文
化
財

課
に
文
化
財
指
定
の
内

容
を
文
書
で
回
答
を
お

願
い
し
得
た
情
報
で
す
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

活
動
報
告 

２０２３年６月 わがまち紹介  

旧石器時代から食材を提供してきたまち:寝屋川 

萱島神社参拝と友呂岐緑地ウォーキング・散策 

月 日：2023 年 ６月１５日(木） 

集合場所：京阪電鉄萱島駅 改札出口 集合 

訪 問 先：萱島神社参拝と友呂岐緑地 

そ の 他：詳細は別途配布資料を参照下さい。  

２０２３年７月 わがまち紹介  

国際会議場・美術館などの“まち”:中之島 

日本を代表する科学ミュージアム見学 

月 日：2023 年 ７月６日(木） 

集合場所：大阪メトロ肥後橋駅 北改札出口 集合 

訪 問 先：大阪市立科学館 

そ の 他：詳細は別途配布資料を参照下さい。  

芥川城山跡入口の説明版 

古井戸の広場で休憩 

芥川城跡の縄張り図 

芥川山城跡の主郭跡地 
大手門石垣 


